南ブロックB
2004年度ブロック宣教司牧計画の中間報告について
　a）「キリストの学び」

　　　聖週間、復活祭、クリスマス等を通じてイエス・キリストについて学んできた。4教会すべての教会において、キリスト教講座や聖書講座を開設し、学ぶ機会を設けている。また宇治教会では、黙想会の取り組みによる祈りと学びも実施している。田辺、宇治教会では祈りを学ぶ会が設けられ、祈りについて学んでいる。今までの取り組みに対して次のような意見、感想があった。

· 今まで普通に聖書に触れていてもあまり理解できていなかったが、キリスト教講座等を通じて理解が深まった。

· 各小教区において学ぶ機会は提供されているが、参加者が少ないのではないか。

· 精華教会においては幼稚園の母親の参加が見られる。非信者の方でも時間をつくって熱心に参加している。信徒が時間をとれないのは意識の問題ではないだろうか。

· 講座を担当する者として、講座に気軽に来てもらう雰囲気づくりに困難を感じている。

· 田辺教会では祈りの会を始めて、熱心に祈り学んでいる。わかちあいも活発になってきたようである。

· １年間わかちあいをやってきたが、人の話を聞くという部分が理解されてない面もある。わかちあいは聞くことが大切であるということを意識していくことが課題である。

　b）「共同宣教司牧推進のための組織の見直しについて」

　　　組織の見直しだけでは意味がなく、中身の充実のために各教会でのわかちあいの訓練を進めてきた。取り組みに対して次のような意見、感想があった。

· 地区集会は元来わかちあいの場であったが、会議の議題が多くてわかちあいの機会がなくなってきているのではないか（精華）。

· 今までよりはわかちあいの機会が増えた。それぞれ、わかちあうこともできるようになってきた。聞くことにも慣れてきたと思う。（田辺）

· わかちあいに対してなじめない人がいる。何か発言しなければといけないという思いから、行事にわかちあいを取り入れると、参加者が減る傾向にある。（青谷）

· 月に一度地区集会をひらき、わかちあいを実施しているが、メンバーが固定しているため、地区の壁を越えてわかちあいをしていくようにしていきたい。（宇治）

　c）「信仰教育の充実」

　　　教会学校ではブロック合同の夏期教会学校を開催し16名の参加があった。また、中高生青年部もブロック合同の合宿を実施、15名が参加した。12月には青年部の黙想会も予定している。今後、教会学校、中高生・青年の継続的な信仰教育をどのようにしていくかがブロックの課題である。今までの取り組みに対して次のような意見、感想があった。

· 一部の青年ではあるが、自分たちで学びたいという意欲が出てきている。もっと多くの青年たちに呼びかけていく必要がある。（宇治）

· いつも参加する人は2名であるが、第2日曜日に聖書の勉強やわかちあいをしている。学校で学ぶキリスト教についての疑問等の質問もあり意欲も伺える。（精華）

　d）「現代社会との連携」

　　　4月１８日(日)ブロック主催で「海外援助を考えるための講演会」を開催した。横浜教区の山口道孝師を招き、ブロックとして海外援助をどのようにとられていくかを学び、後日講話の要旨をまとめて配布し、各小教区でわかちあいを実施した。また担当司祭の説明によってより理解が深まった。

　e）「ミサについて学ぶ」

　　　四旬節の主日の連続講話として、ミサの中でミサについての4回の講話を実施した。おおむねよかったと聞いている。また、キリスト教講座でもミサについて取り上げている。

